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JJ-Link（フェーズ２）実施要領 
2026年７月15日現在 

株式会社東京商品取引所 

 

項 目 内  容 備 考 

１ JJ-Link（フェ

ーズ２）概要 

 

・ JJ-Linkの第２段階（フェーズ２）では、当社（以下

「TOCOM」という。）は、当社市場における電力先物

ポジションの保有者（電気事業者）による申告に基

づき、その相当量を電気事業者名義で日本卸電力取

引所（以下「JEPX」という。）の翌日市場に入札する

サービスをJEPXと共同で提供します。 

 

・ 電気事業者（委託者）は、原則として先物取引を委

託する受託取引参加者を通じてJJ-Linkの利用に係

る申告をTOCOMに提出します。 

・ TOCOMは、電気事業者（委託者）のJJ-Linkの利用に

係る申告内容と当該電気事業者（委託者）がTOCOM

の先物取引で保有する建玉の照合を行い、照合結果

を電気事業者（委託者）に提供します。申告の数量

が建玉数量以下である場合は、当該申告内容に基づ

き申告内容をJEPXの翌日市場に入札するためのデー

タ（以下「入札データ」という。）に成型し電気事業

者（委託者）に提供します。また、電気事業者（委

託者）はTOCOMが提供した入札データを確認し、その

結果をTOCOMに返送します。 

・ TOCOMは、電気事業者（委託者）が確認した入札デー

タをJEPXに連携（JEPXの翌日市場に入札）します。 

・ 電気事業者（委託者）はJJ-Link利用分の入札状況及

び約定状況を確認します。 

 

別紙１の「JJ-Link（フェーズ

２）の概要」を御参照くださ

い。 

 

 

 

 

委託者とは、JEPX の電力の取

引会員であって、TOCOM のエネ

ルギー市場において受託取引

参加者への委託により電力先

物取引を行う者をいいます。

（TOCOM のエネルギー市場（電

力）の市場取引参加者が受託

取引参加者への委託により電

力先物取引を行う場合を含み

ます。） 

 

 

 

２ 利用申込み 

 

・ JJ-Linkの利用を希望する場合は、JJ-Link利用規約

の内容を確認し、利用申込書を提出してください。 

・ 利用申込書においては、申込者の情報のほか、JEPX

の会員IDなどJEPXの翌日市場への入札時に必要な情

報についてもご記載をお願いします。 

・ 利用申込書を提出した時点で、利用規約の内容につ

き承諾したものとします。 

・ 電気事業者（委託者）が利用を希望する場合は、受

託取引参加者を通じて利用の申込みを行ってくださ

い。 

・ 電気事業者（委託者）から利用申込書の提出を受け

た受託取引参加者は速やかにTOCOMに提出してくだ

さい。 

・ TOCOMが利用申込みを承諾する場合は、受託取引参加

者を通じて利用申込書を提出した電気事業者（委託

者）にその旨通知します。 

・ 提出した利用申込書の内容に変更が生じた場合に

は、電気事業者（委託者）は直ちに受託取引参加者

を通じて所定の「変更届」をTOCOMに提出してくださ

い。 

・ 利用申込書及び変更届はExcelでご提出をお願いし

ます。 

・ 利用登録作業等のため、利用申込書提出から実際に

申告が行えるようになるまでに一定期間を要しま

す。 

 

電気事業者（委託者）が利用

を希望する場合は、受託取引

参加者も JJ-Link の利用申込

みが必要となります。自社分

の利用申込書をご提出くださ

い。（初回のみ） 

利用規約は JPX ウェブサイト

の電力ページに掲載します。 

https://www.jpx.co.jp/deri

vatives/products/energy/el

ectricity-futures/03.html#

JJ-Link 

※受託取引参加者はTargetか

らも取得可能です。 

【利用申込書の提出先】 

総合業務室 市場企画担当 

mail:tocom_jj-link@jpx.co.

jp 

 

 

 

 

利用登録作業は最大で１か月

程度を要します。 

 

https://www.jpx.co.jp/derivatives/products/energy/electricity-futures/03.html#JJ-Link
https://www.jpx.co.jp/derivatives/products/energy/electricity-futures/03.html#JJ-Link
https://www.jpx.co.jp/derivatives/products/energy/electricity-futures/03.html#JJ-Link
https://www.jpx.co.jp/derivatives/products/energy/electricity-futures/03.html#JJ-Link
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項 目 内  容 備 考 

３ 申告データの

作成 

 

・ 電気事業者（委託者）は利用規約及び本実施要領に

基づきJJ-Linkの利用に係る申告データ（以下「申告

データ」という）を作成してください。 

 

（１） JJ-Linkの対象となるTOCOMのエネルギー市

場の電力における商品は以下とします。 

 

月間物取引 

東エリア・ 

ベースロード電力 

東エリア・ 

日中ロード電力 

西エリア・ 

ベースロード電力 

西エリア・ 

日中ロード電力 

中部エリア・ 

ベースロード電力 

中部エリア・ 

日中ロード電力 

年度物取引 

東エリア・ 

年度ベースロード電力 

東エリア・ 

年度日中ロード電力 

西エリア・ 

年度ベースロード電力 

西エリア・ 

年度日中ロード電力 

中部エリア・ 

年度ベースロード電力 

中部エリア・ 

年度日中ロード電力 

 

（２） 電気事業者（委託者）は、商品、限月、数量

（枚数）及びその他必要事項を含む申告デー

タを提出してください。また年度物取引は、

カスケーディングによって置き換えられる

12か月分の月間物取引の各限月として申告

を行ってください。置き換えられる商品の組

合せは以下とします。 

 

東エリア・ 

年度ベースロード電力 
→ 

東エリア・ 

ベースロード電力 

東エリア・ 

年度日中ロード電力 
→ 

東エリア・ 

日中ロード電力 

西エリア・ 

年度ベースロード電力 
→ 

西エリア・ 

ベースロード電力 

西エリア・ 

年度日中ロード電力 
→ 

西エリア・ 

日中ロード電力 

中部エリア・ 

年度ベースロード電力 
→ 

中部エリア・ 

ベースロード電力 

中部エリア・ 

年度日中ロード電力 
→ 

中部エリア・ 

日中ロード電力 

 

（３） JJ-Linkの対象となるJEPX翌日市場の入札エ

リアは以下とします。 

 

北海道 東北 東京 

中部 北陸 関西 

中国 四国 九州 

 

 

別紙２の入力規則を参照して

ください。 

 

 

先物取引のエリアと異なるエ

リアを対象とした申告を可能

とします。 

【例】 

TOCOM…東エリア・ベースロー

ド（東京） 

JEPX 入札…東北エリア 
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項 目 内  容 備 考 

４ 申告データの

提出 

・ 電気事業者（委託者）は原則として受託取引参加者

を経由して申告データの提出してください。また受

託取引参加者は電気事業者（委託者）から申告を受

けた場合、これをTargetを用いて速やかにTOCOMに提

出してください。TOCOMは提出された申告データを受

理します。 

 

 

 

 

・ 申告データの提出締切は、JJ-Linkの利用に係る申告

の対象となる先物取引の取引最終日の属する月の前

月10日（10日が休業日にあたる場合は順次繰上げ）

とします。 

・ 提出締切までは申告データの再提出が可能です。

TOCOMは提出締切前の最後に提出された申告データ

を正として扱います。 

 

TOCOMが認めた場合は、電気事

業者（委託者）が直接TOCOMに

申告データを提出することが

できます。以下、TOCOMと電気

事業者（委託者）間のデータ

等のやり取りについて同様で

す。 

申告データに不備等があり、

不受理となった場合は再提出

をお願いします。 

【例】 

2026年12月限（12月入札分）：

2026年11月10日まで 

 

申告データ作成にあたり支援

ツールを提供します。 

【支援ツールのお問合せ先】 

総合業務室 市場企画担当 

mail:tocom_mp@jpx.co.jp 

   

５ 申告の照合結

果及び入札データ

の提供 

 

 

 

 

・ TOCOMは４の申告データの提出締切が到来した限月

について、商品ごとに電気事業者（委託者）のJJ-Link

の利用に係る申告数量が当該電気事業者（委託者）

の保有する先物取引の建玉数量を上回っていないか

を照合し、照合結果に問題がない商品について、申

告内容に基づき入札データに成型します。照合結果

に問題がある商品については入札データへの成型は

行いません。 

TOCOMは照合結果及び入札データをTargetを用いて、

原則として受託取引参加者を経由して電気事業者

（委託者）に提供します。 

 

別紙３の１．提供ファイルの

記載を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 入札データ等

の確認 

 

・ 電気事業者（委託者）はTOCOMから提供された照合結

果及び入札データの内容を確認し、その結果を返送

してください。 

・ 電気事業者（委託者）は原則として受託取引参加者

を経由して確認結果を返送してください。また受託

取引参加者は電気事業者（委託者）から確認結果の

返送を受けた場合、これをTargetを用いて速やかに

TOCOMに提出してください。 

・ 入札データ等の確認結果の提出期限は、JJ-Linkの利

用に係る申告の対象となる先物取引の取引最終日の

属する月の前月20日（20日が休業日にあたる場合は

順次繰上げ）とします。 

・ 確認結果の提出期限を過ぎた場合及び確認済の照合

結果（別紙３の２．確認結果返送ファイル）の確認

欄に「○」が付与されていない商品については、TOCOM

からJEPXへの入札データの連携は行いません。 

 

入札データの内容（入札エリ

ア、入札数量等）は、委託者

の確認をもって確定しますの

で、ご確認をお願いいたしま

す。入札データの具体例は、

別紙３の１．（２）をご参照

ください。 

 

【例】 

2026年12月限（12月入札分）：

2026年11月20日まで 
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項 目 内  容 備 考 

７ 入札データの

連携による翌日市

場での入札 

・ TOCOMは６において電気事業者（委託者）が確認した

入札データをJEPXに連携します。この結果、JEPXの

翌日市場において当該電気事業者（委託者）名義で

入札データに基づく入札が行われます。 

・ TOCOMはJEPX翌日市場向けの入札データの連携を原

則としてJJ-Linkの利用に係る申告の対象となる先

物取引の取引最終日の属する月の前月26日に行いま

す。当該連携後は速やかに、JEPXの翌日市場におい

て受付可能な10日先までの入札がなされます。入札

データ連携日の翌日以降は、日々10日先の入札が新

たになされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ JJ-Link経由のJEPXの翌日市場への入札は、全て「成

行」で行われます。JJ-Link経由の入札はJEPX会員が

成行で行った入札と同様に扱われ、市況等により約

定しない場合があります。 

・ JEPXの翌日市場に入札される際、自由記入欄には一

律で「JJLINK」が入力されます。 

・ 電気事業者（委託者）はJJ-Link経由でJEPXの翌日市

場に入札された情報の確認を行ってください。JEPX

及びTOCOMは入札の状況の確認は行いません。 

・ JJ-Link経由で行われたJEPX翌日市場への入札につ

いても、電気事業者（委託者）において削除、修正

等が可能ですが、電気事業者（委託者）が行った変

更により生じた費用又は損害等について、TOCOMは一

切の責任を負いませんのでご留意ください。 

 

 

・ 電気事業者（委託者）が、JEPXにおいて取引を制限

されている場合は、当該電気事業者（委託者）の

JJ-Link経由の入札も受け付けられません。 

 

 

 

 

 

【例】 

2026年12月限（12月入札分）：

2026年11月26日から入札が行

われます。 

－2026年11月25日：11月限に

関して11月26日～11月30日

受渡し分の入札が行われて

いる状態（12月限分につい

ては未入札） 

－2026年11月26日：11月限に

関する11月27日～11月30日

受渡し分の入札に加えて、

新たに12月限に関して12月

1日～12月6日受渡し分が入

札される 

－2026年11月27日：11月限に

関する11月28日～11月30日

分及び12月限に関する12月

1日～12月6日受渡分の入札

に加えて、新たに12月7日受

渡分が入札される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気事業者（委託者）自身で

行った入札がある場合、全削

除の利用などには十分注意し

てください。JJ-Link経由の入

札がある状態で全削除を行な

った場合、JJ-Link経由の入札

も削除されます。 

 

８ 約定結果の確

認 

・ 電気事業者（委託者）はJJ-Link経由でJEPXの翌日市

場に入札された取引の約定結果の確認を行ってくだ

さい。JEPX及びTOCOMは約定結果の確認を行いませ

ん。 

 

以  上 

 



 

 

別紙１ 

JJ-Link（フェーズ 2）の概要 

 

JJ-Link（フェーズ 2）を利用する場合の手続の流れは、以下のとおりです。 

 

【2026 年 12 月限（12 月入札分）について申告を行う場合の例】 

＊ 電気事業者が受託取引参加者を経由して、または直接 Target に接続して書類を授受 

 



 

 

別紙２ 

申告データの作成 

 

１．ファイル形式 

  CSV 形式 

 

２．ファイル名 

  JJLINK_YYYYMMDD_xxxxx_XXXX.csv 

   YYYYMMDD：申告日／ xxxxx：取引参加者コード＊／ XXXX：JEPX 会員 ID 

＊については電気事業者（委託者）の方は委託先の受託取引参加者にご確認ください。 

また電気事業者（委託者）がTOCOMと直接情報のやり取りをする場合はTOCOMから割り当てられたコードを入力してください。 

 

３．データレイアウト 

項目名 必須項目 形式 入力例、注意事項等

申告日 必須 YYYYMMDD 例：2026年12月1日 ⇒ 20261201

参加者コード 必須 00000 受託取引参加者の取引参加者コード＊

取引参加者名 必須 文字列（半角で80桁、全角

40桁まで）

受託取引参加者の会社名＊

JEPX会員ID 必須 半角英数字（4桁） 電気事業者（委託者）のJEPX会員ID

電力会社参加者コード 必須 00000 電気事業者（委託者）がTOCOMとの間で直接申告データ等の授受を行う場合のみ設定

受託取引参加者経由で申告データ等の授受を行う場合は設定なし（NULL）

会社名 必須 文字列（半角で80桁、全角

40桁まで）

建玉報告記載の会社名（電気事業者名）と同じ情報を設定＊

商品コード 必須 00 以下から申告を行う商品のコードを設定

61（西エリア・ベースロード電力）

62（西エリア・日中ロード電力）

63（東エリア・ベースロード電力）

64（東エリア・日中ロード電力）

73（中部エリア・ベースロード電力）

74（中部エリア・日中ロード電力）

商品名 必須 文字列 以下から申告を行う商品を設定

西エリア・ベースロード電力

西エリア・日中ロード電力

東エリア・ベースロード電力

東エリア・日中ロード電力

中部エリア・ベースロード電力

中部エリア・日中ロード電力

限月 必須 YYYYMM 例：2026年12月限 ⇒ 202612

申告枚数(売) 必須 #######0 申告する売りの枚数を入力

売りの申告を行わない場合は「0」を設定（NULLにしないこと）

内数(売) ー ー 設定なし（NULL）

申告枚数(買) 必須 #######0 申告する買いの枚数を入力

買いの申告を行わない場合は「0」を設定（NULLにしないこと）

内数(買) ー ー 設定なし（NULL）

入札エリア 必須 00 以下からJEPXの翌日市場で入札するエリア（エリアコード）を設定

01：北海道

02：東北

03：東京

04：中部

05：北陸

06：関西

07：中国

08：四国

09：九州

受渡契約コード 必須 文字列（半角5桁） 申告を行う電気事業者（委託者）の計画提出者コードもしくはBGコードを設定

備考 ー 文字列（半角で100桁、全

角50桁まで）

自由記入欄（入札データには情報は引き継がれません）

＊電気事業者（委託者）の方は委託先の受託取引参加者にご確認ください。  

 

 



 

 

 

４．作成データの例 

（１）月間物取引 東エリア・ベースロード 2027 年 1 月限～3 月限、買い、各 10 枚の申告 

申告日 20260701（2026 年 7 月 1 日） 

参加者コード 12345 

取引参加者名 株式会社東京商品取引所 

JEPX 会員 ID 1056 

電力会社参加者コード  ― 

会社名 株式会社総合業務室 

商品コード：商品名 63：東エリア・ベースロード電力 

入札エリア 03（東京） 

受渡契約コード LA003 

申告限月及び枚数 2027 年 1 月限～3 月限、買い、各 10 枚 

作成ファイル名：JJLINK_20260701_12345_1056.csv 

 

 

（２）年度物取引 東エリア・年度ベースロード 2027 年度限月、買い、10 枚の申告 

    ⇒予めカスケーディング後の月間物取引の各限月（2027 年 4 月限～2028 年 3 月限）で申告 

申告日 20261201（2026 年 12 月 1 日） 

参加者コード 12345 

取引参加者名 株式会社東京商品取引所 

JEPX 会員 ID 1056 

電力会社参加者コード  ― 

会社名 株式会社総合業務室 

商品コード：商品名 63：東エリア・ベースロード電力 

入札エリア 03（東京） 

受渡契約コード LA003 

申告限月及び枚数 2027 年 4 月限～2028 年 3 月限、買い、各 10 枚 

作成ファイル名：JJLINK_20261201_12345_1056.csv 

 

 

（３）年度物取引 東エリア・年度ベースロード 2027 年度限月、買い、10 枚の申告  

     月間物取引 東エリア・ベースロード 2027 年 7 月限～9 月限、買い、各 10 枚の申告 

    ⇒年度物取引について、予めカスケーディング後の月間物取引の各限月（2027 年 4 月限～2028 年 3 月

限）で申告 

    ⇒年度物取引に加えて月間物取引の申告を行う 2027 年 7 月限~9 月限は、年度物取引からの申告枚数

と月間物取引の申告を足した枚数でデータを作成 



 

 

 

申告日 20270301（2027 年 3 月 1 日） 

参加者コード 12345 

取引参加者名 株式会社東京商品取引所 

JEPX 会員 ID 1056 

電力会社参加者コード  ― 

会社名 株式会社総合業務室 

商品コード：商品名 63：東エリア・ベースロード電力 

入札エリア 03（東京） 

受渡契約コード LA003 

申告限月及び枚数 

2027 年 4 月限～2028 年 3 月限、買い、各 10 枚 

2027 年 7 月限～9 月限、買い、各 10 枚 

⇒2027 年 7 月限～9 月限は、買い、各 20 枚で作成 

作成ファイル名：JJLINK_20270301_12345_1056.csv 

 

 

５．作成時の留意事項 

 （１）各項目間を","（カンマ）で区切る、CSV データ形式とします。 

 （２）１レコード目はヘッダ項目（固定値）となるため、２レコード目以降に申告データを入力してください。 

       ヘッダ項目：申告日,参加者コード,取引参加者名,JEPX 会員 ID,電力会社参加者コード,会社名,商品コード,

商品名,限月,申告枚数(売),内数(売),申告枚数(買),内数(買),入札エリア,受渡契約コード,備

考 

 （３）各項目は、"で囲わないでください。 

            良い例  ： 123,456,789 

            悪い例  ： "123","456","789" 

 （４）各項目に","（カンマ）を含めないようにしてください。 

            悪い例  ：数値に「1,000」、会社名に「,ltd」 

 （５）項目は、可変長とします。 （「項目説明」に桁数の指定があるものは固定長です。） 

 （６）１レコードの中で入力するデータがない項目が存在する場合においても項目分の","（カンマ）を付与してください。 

            良い例  ： 1 レコード 6 項目で、2 項目しか入力データがない場合 － 111,,222,,, 

            悪い例  ： 1 レコード 6 項目で、2 項目しか入力データがない場合 － 111,,222 

 （７）各レコードの最後には改行コード（CR+LF）を付加してください。 

 （８）文字コードは「S-JIS」を指定してください。 

（Excel から保存する場合は「CSV(カンマ区切り)」で新規保存することで「S-JIS」となります。） 

（９）Excel から編集する場合、先頭が０から始まる項目については、書式設定を文字列に設定してください。 

 

６．申告データの追加・修正等 

  実施要領４に記載する申告データの提出締切までは、申告データの再提出が可能ですが、TOCOM では提出締切前

の最後に提出された申告データを正として扱いますのでご注意ください。 

（１）新たな約定などにより、対象限月における申告数が増えた場合は、増加分をあわせた枚数で申告データを作成し、

再提出してください。その際、変更があった商品・限月だけでなく、変更のない既申告分の商品・限月の申告枚数も

あわせて提出してください。 



 

 

（２）既申告データを修正する場合も、修正を行った商品・限月だけでなく、修正のない既申告分についてもあわせて提

出してください。 

（３）追加や修正を行った場合に、既申告分が含まれていない場合は、TOCOM では既申告分が含まれていない状態

を正として取り扱いますのでご注意ください。 

（４）申告を行った商品・限月について取消しを行う場合は、申告枚数を「0」にして申告データを再提出してください。ま

た申告データを全て取り消したい場合は、任意の一商品、限月に直近の限月を指定したうえで売り買いともに申告

枚数を「0」にして申告データを再提出することで全ての申告データが取り消されます。 

（５）（４）の方法で全ての申告データを取り消した場合は、直近の限月の取消し（売申告枚数 0 枚、買申告枚数

0 枚）に係る照合の結果として照合結果を作成し、提供します。 

 

    

 



 

 

別紙３ 

照合結果及び入札データ 

 

１．提供ファイル 

TOCOM は実施要領４に記載するデータの提出締切が到来した限月について、電気事業者（委託者）の JJ-Link

の利用に係る申告内容と当該電気事業者（委託者）が TOCOMの先物取引で保有する建玉の照合を行い、照合

結果及び入札データ（以下（１）及び（２））を電気事業者（委託者）に提供します。 

ファイルは zip ファイル形式でファイル名「xxxxx_YYYYMM.zip」で提供します。受託取引参加者に提供する場合は当

該ファイルのなかに各電気事業者（委託者）の照合結果が格納されています。（xxxxx は参加者コードまたは電力

会社参加者コード、YYYYMM は申告対象の限月（入札を行う月）） 

 

（１）照合結果 

電気事業者（委託者）の申告データと TOCOM の先物取引で保有する建玉の照合を行い、その結果を提供し

ます。 

ファイル名は「xxxxx_TOCOM 建玉照合_XXXX_YYYYMMDDHHMM.xlsx」です。 

※xxxxx は参加者コードまたは電力会社参加者コード、XXXX は電気事業者（委託者）の JEPX 入札 ID 

 

 

 

 

照合結果の表示項目は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名 形式 内容（出力例）

JEPX会員ID 半角英数字（4桁） 電気事業者（委託者）のJEPX会員ID

電力会社参加者コード 00000 電気事業者（委託者）がTOCOMとの間で直接申告データ等の授受を行う場合のみ設定

受託取引参加者経由で申告データ等の授受を行う場合は設定なし（NULL）

委託者名（会社名） 文字列（半角で80桁、全角40桁） 会社名（電気事業者名）

参加者コード 00000 受託取引参加者の取引参加者コード

取引参加者名 文字列（半角で80桁、全角40桁） 受託取引参加者の会社名

商品コード 00 以下から申告を行う商品のコードを設定

61（西エリア・ベースロード電力）

62（西エリア・日中ロード電力）

63（東エリア・ベースロード電力）

64（東エリア・日中ロード電力）

73（中部エリア・ベースロード電力）

74（中部エリア・日中ロード電力）

商品 文字列（全角で25桁） 以下から申告を行う商品を設定

西エリア・ベースロード電力

西エリア・日中ロード電力

東エリア・ベースロード電力

東エリア・日中ロード電力

中部エリア・ベースロード電力

中部エリア・日中ロード電力

限月 YYYYMM 例：2026年12月限 ⇒ 202612

申告データ・売 #######0 申告を行った売の枚数

申告データ・買 #######0 申告を行った買いの枚数

建玉報告データ・売 #######0 電気事業者（委託者）がTOCOMの電力先物において保有する売りの建玉の数

建玉報告データ・買 #######0 電気事業者（委託者）がTOCOMの電力先物において保有する買いの建玉の数

判定・売 文字列 申告データ・売≦建玉報告データ・売の場合　"OK"

申告データ・売>建玉報告データ・売の場合

電気事業者（委託者）名と受渡契約コードが事前の届出状況と異なるなど申告データが正しく作成されていない場合* "NG"

*申告データが正しく作成されていない場合は売り買いともに "NG" となります。

判定・買 文字列 申告データ・買≦建玉報告データ・買の場合　"OK"

申告データ・買>建玉報告データ・買の場合、

電気事業者（委託者）名と受渡契約コードが事前の届出状況と異なるなど申告データが正しく作成されていない場合* "NG"

*申告データが正しく作成されていない場合は売り買いともに "NG" となります。

確認欄 リスト 照合結果通知書提供時は、リストの値は""（未選択）の状態

（〇、×または""（未選択）） 電気事業者（委託者）は当該項目に確認結果を入力しTOCOMに返送する



 

 

（２）入札データ 

照合結果に問題のない商品について、申告内容に基づき JEPX の翌日市場に入札するためのデータに成型し、提

供します。入札データは入札エリアごとの入札を行う月（1 ヶ月分）の入札に係るデータとなります。 

また、同エリア／同受渡契約コードで売り及び買いの申告がある場合はそれぞれのレコードが作成されます。また同

エリア／同受渡契約コードで売り又は買いの複数の申告（ベースロードと日中ロードの申告等）がある場合は対象

のコマ（時間帯コード）ごとに合算した数値で作成されます。 

ファイル名は「xxxxx_XXXX_yyyymm_A.csv」です。 

※xxxxx は参加者コードまたは電力会社参加者コード、XXXX は電気事業者（委託者）の JEPX 入札 ID、  

  yyyymm は入札の年月、A は入札するエリアコード 

 

 【入札データの例】 

 ・買い入札の例 

 

 

 

 

 

  ・同エリア／同受渡契約コードで売り買いの入札を行う場合の例 

 

 

 

 

 

 
・同エリア／同受渡契約コードでベースロードと日中ロードに対し買い入札を行う場合 

 

 

 

 

 

 

 

入札データの表示項目は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入札データは以下のソート順となります。 

bidTypeCd、areaCd、deliveryContractCd、deliveryDate、timeCd 

項目名 形式 入力例、注意事項等

deliveryDate YYYY-MM-DD 受渡日　例：2026年12月1日 ⇒ 2026-12-01

申告データの限月に基づく受渡日（当該月の1日～月末）の日付

areaCd
0

JEPX翌日市場のAPI仕様書記載のエリアコード（1～9）

1：北海道、2：東北、3：東京、4：中部、5：北陸、6：関西、7：中国、8：四国、9：九州

timeCd 00 JEPX翌日市場のAPI仕様書記載の時間帯コード（01～48）

bidTypeCd 文字列 JEPX翌日市場のAPI仕様書記載の入札種別コード

JJ-Linkでは売りの場合「SELL-MARKET」、買いの場合「BUY-MARKET」

※JJ-Linkでは成行入札のみ

price 空欄（成行のため）

volume #######0.# 申告データにおける申告枚数を入札量（MW）に換算した数値

deliveryContractCd 文字列 申告データにおける受渡契約コード

note 空欄（入札の際、一律に「JJLINK」を入力）



 

 

 

２．確認結果返送ファイル 

電気事業者（委託者）は実施要領６に記載のとおり TOCOM から提供された照合結果及び入札データの内容が正

しいことを確認し、その結果を TOCOM に返送します。 

返送の際は、照合結果の確認欄においてプルダウンメニューから○を選択します。（照合結果のそのほかの列にはシート

ロックがかかっており編集できません。） 

照合結果及び入札データの内容に間違いがある場合は TOCOM 総合業務室市場管理担当までご連絡ください。 

返送の際は、照合結果のファイル名の頭に「確認済_」をつけ、 

「確認済_xxxxx_TOCOM 建玉照合_XXXX_YYYYMMDDHHMM.xlsx」としてください。（提供されたファイル名

は残してください。） 

 

 

返送の際は確認済みファイルを ZIP ファイル化し提出してください。 


